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広報 恩賜林

　日々の出来事やイベント情報などを
リアルタイムで配信していますので、
ぜひご覧ください。

恩賜林組合公式facebook

富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合 検索

組合からのお知らせ
INFORMATION

　組合の木工クラフト館にて木工作業スペ
ースと道具の貸し出しを行っています。お
気軽にご利用ください。
【貸出日時】平日の9時から17時まで
【費用】無料（要予約）
【内容】木工作業スペース、道具を提供し、
自由に作製していただきます。材料につい
ては持ち込みです。
※休業日：土曜日、日曜日、国民の祝日
【担当】森林整備課

木工作業スペース貸出

木工クラフト館

研修施設のご利用案内

会議室兼視聴覚室 調理実習室

組合の各種研修施設は、お気軽にご利用いた
だけます。目的に応じて部屋の広さを変えるこ
とが可能です。
　使用料等の詳しい
内容については、お
問い合わせください。
【研修施設】会議室、
研修室1・2・3、会議室兼視聴覚室、調理実習室
※休業日：土曜日、日曜日、国民の祝日
【担当】総務課

研修室

　組合では、一市二村入会住民の方を対象に、顧問弁護士による無料法律
相談日を設けています。法律問題でお困りの方はこの機会にご相談ください。

【担当】総務課
※指定日以外又は電話による相談はできません。

受付時間 ： 午後1時から午後2時まで

法｜律｜相｜談無料

次回相談日

令和元年9月10日（火）、11月12日（火）
令和2年1月14日（火）、3月10日（火）
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第
二
回
臨
時
会
開
会

　

令
和
元
年
第
二
回
臨
時
会
は
、5
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。本
臨

時
会
に
お
い
て
、議
長
に
渡
辺
貞
治
氏
、副
議
長
に
渡
邉
隆
三
氏
が
就

任
さ
れ
、新
し
い
議
会
構
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
定
例
会
開
会

　

令
和
元
年
第
三
回
定
例
会
は
、6
月
14
日
か
ら
7
月
4
日
ま
で
の
21
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。本
定
例
会
に
お
い

て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
一
号

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
報
告
）

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
を
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
の
で
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
５
条
第
1
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
五
号

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　

平
成
28
年
策
定
の「
人
事
管
理
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
を
構
築
し
、将
来
に
向
け
た
人
事
管

理
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

議
案
第
十
六
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
六
百
七
十
四
万
六
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
十
四
億
千
八
百
二
十
九
万
六
千
円

と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
七
号

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　

組
合
監
査
委
員
に
、槌
屋
正
氏
及
び
桑
原
守
雄
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、組
合
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
一
号

議
員
派
遣
に
つ
い
て（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
13
項
及
び
組
合
議
会
会
議
規

則
第
１
１
９
条
の
規
定
に
よ
り
、議
員
を
派
遣
す
る
も
の
で

す
。

太田　利政
（富士吉田市下吉田）

組合会議員の紹介

議会構成

議
　
長
　
　
　
渡
辺
　
貞
治

副
議
長
　
　
　
渡
邉
　
隆
三

林
務
委
員
会

委
員
長
　
　
　
高
村
　
正
人

副
委
員
長
　
　
桑
原
　
守
雄

委
　
員
　
　
　
渡
辺
　
貞
治

　
　
　
　
　
　
渡
邉
　
隆
三

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
大
喜

演
習
地
対
策
委
員
会

委
員
長
　
　
　
羽
田
　
幸
寿

副
委
員
長
　
　
渡
辺
　
利
彦

委
　
員
　
　
　
天
野
　
弥
一

　
　
　
小
俣
　
光
吉

　
　
　
長
田
　
一
彦

財
務
委
員
会

委
員
長
　
　
　
太
田
　
利
政

副
委
員
長
　
　
羽
田
　
正
男

委
　
員
　
　
　
奥
脇
　
和
一

　
　
　
　
　
　
大
森
　
浩
義

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
栄
作

奥脇　和一
（富士吉田市上吉田）

天野　弥一
（忍野村）

羽田　正男
（山中湖村）

桑原　守雄
（富士吉田市明見）

小俣　光吉
（富士吉田市上吉田）

渡辺　貞治
（富士吉田市上吉田）

羽田　幸寿
（富士吉田市明見）

渡辺　利彦
（富士吉田市下吉田）

大森　浩義
（忍野村）

渡辺　大喜
（富士吉田市下吉田）

藤原　栄作
（富士吉田市明見）

長田　一彦
（山中湖村）

渡邉　隆三
（忍野村）

高村　正人
（山中湖村）

（
令
和
元
年
５
月
29
日
現
在
）

新監査委員

桑原　守雄
（議選）

槌屋　　正
（山中湖村）

3 2

　

旧
十
一
ヶ
村
入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
組
合
運
営
に
対

し
ま
し
て
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

5
月
の
第
二
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、私
た
ち
両
名
が
議
員
全

員
の
ご
推
挙
に
よ
り
第
七
十
二
代
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
会
議
長
及
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
す
る
と

共
に
、組
合
の
歴
史
等
を
顧
み
る
と
き
に
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
会
は
、恩
賜
林
組
合
の
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
非
常
に
大

事
な
機
関
で
あ
り
ま
す
。入
会
住
民
の
代
表
で
あ
り
ま
す
議
員
各
位

の
意
志
を
最
大
限
に
尊
重
し
、ま
た
、自
ら
が
入
会
住
民
の
一
人
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、組
合
会
が
公
正
、公
平
か
つ
円
滑
の
う
ち
に
運
営
で

き
ま
す
よ
う
に
、誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、入
会
権
擁
護
と
地
域
福
祉
の
更
な
る
向

上
の
た
め
、努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議長
渡辺　貞治

副議長
渡邉　隆三
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第
一
回
定
例
会
開
会

　

平
成
31
年
第
一
回
定
例
会
は
、2
月
28
日
か
ら
3
月

25
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
終
了
し
ま
し
た
。本
定

例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
一
号

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
十
四
億
千
百
五
十
五
万
円
と

し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
二
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
四
百
五
十
七
万
四
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
十
一
億
二
千
百
六
十
四
万

三
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
三
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
Ｈ
30
・
31
継
続
事
業

森
林
学
習
施
設
建
設（
建
築
主
体
）工
事
）（
可
決
）

　

森
林
学
習
施
設
建
設
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、組
合
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
四
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
Ｈ
30
・
31
継
続
事
業

森
林
学
習
施
設
建
設（
機
械
設
備
）工
事
）（
可
決
）

　

森
林
学
習
施
設
建
設
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、組
合
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
五
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
Ｈ
30
・
31
継
続
事
業

森
林
学
習
施
設
建
設（
外
構
）工
事
）（
可
決
）

　

森
林
学
習
施
設
建
設
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、組
合
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
六
号

森
林
学
習
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（
可
決
）

　

森
林
学
習
施
設
の
建
設
に
伴
い
、当
該
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
必
要
な
事
項
の
整
備
の
た
め
、条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
七
号

富
士
山
入
会
絆
の
杜
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　

対
象
施
設
で
あ
る
憩
い
の
家
の
廃
止
に
伴
い
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
八
号

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　

公
の
施
設
を
指
定
管
理
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
必
要

な
事
項
の
整
備
の
た
め
、条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
九
号

情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　

公
文
書
の
開
示
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
号

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
可
決
）

　

情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
る

審
査
請
求
に
係
る
諮
問
に
応
じ
て
審
査
す
る
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
を
置
く
た
め
、条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
一
号

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　

意
見
聴
取
、救
済
の
手
続
に
関
す
る
規
定
の
追
加
そ
の
他
文

言
の
整
備
を
行
う
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
二
号

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　

組
合
等
の
責
務
及
び
暴
力
団
排
除
活
動
に
関
す
る
施
策

の
基
本
的
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
三
号

組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
の
組
合
有
地
に
関
し
て
第
十
次
北

富
士
演
習
場
使
用
協
定
に
基
づ
き
、国
に
対
し
北
富
士
演
習

場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た
め
の
賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
四
号

北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許
可
及
び
賃
貸

借
契
約
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
同
意
書
に
つ
い
て（
同
意
）

　

組
合
が
保
護
の
責
任
を
有
す
る
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産

で
あ
る
入
会
地
の
一
部
を
、北
富
士
演
習
場
と
し
て
山
梨
県

が
国
に
対
し
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借
契
約
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
し
た
も
の
で
す
。

渡
邉
隆
三
議
員  

一
般
質
問

『
北
富
士
の
入
会
権
継
承
に
つ
い
て
』

　
　

　

富
士
山
北
面
の
梨
ケ
原
及
び
原
野
は
、往
古
よ

り
旧 

11
ヶ
村
の
先
祖
が
入
会
地
と
し
て
自
由
に

立
入
し
、林
野
雑
産
物
を
採
取
し
生
計
を
立
て
て

来
ま
し
た
。こ
の
入
会
地
が
明
治
新
政
府
の
土
地

官
民
有
区
分
に
よ
り
官
有
地
と
な
り
、そ
の
後
、入

会
権
を
認
め
な
い
よ
う
な
政
策
に
変
換
さ
れ
、入

会
住
民
は
生
活
が
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
時
代
か
ら
入
会
権
を
守
る
た
め
先
人

の
苦
労
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。更
に
戦
後

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
演
習
地
へ
の
立
入
制
限
に
よ

り
地
元
住
民
の
生
業
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
ま
し

た
。こ
の
た
め
地
元
か
ら
立
入
制
限
の
緩
和
と
損

失
補
償
を
求
め
る
様
々
な
行
動
が
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。私
達
の
祖
父
、親
の
世
代
の
戦
い
は
、熾
烈
な

も
の
だ
っ
た
こ
と
を
私
ど
も
の
世
代
は
覚
え
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、現
在
の
国
有
地
使
用
協
定
及
び

入
会
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
私
は
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、近
年
は
生
活
様
式
の
大
幅
な
変
化
に

よ
っ
て
、入
会
地
に
立
ち
入
り
す
る
必
要
が
薄
れ 

ま
し
た
。そ
の
た
め
入
会
権
の
歴
史
、意
義
を
若
い

世
代
に
十
分
引
き
継
ぐ
事
が
出
来
な
い
の
が
現
実

で
あ
り
ま
す
。

質
問
１

　

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
入
会
権
を
子
孫
に

引
き
継
ぐ
た
め
恩
賜
林
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
な

施
策
を
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
面
で
考
え
て
い
ま
す
か
。

質
問
２

　

平
成
30
年
４
月
に
入
会
権
啓
発
冊
子「
今
と
昔

の
火
入
れ
」思
賜
林
百
年
の
森
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
４

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で

作
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

質
問
３

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
１
、２
、３
、４
の
題
名
と
概
略
内

容
、発
行
年
月
、配
布
先
、部
数
を
教
え
て
下
さ
い
。

質
問
４　

　

私
ど
も
11
ヶ
村
の
入
会
住
民
は
子
孫
に
入
会
権

の
歴
史
を
伝
え
た
く
て
も
、誰
も
が
上
手
く
教
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
冊
子
が
あ
れ

ば
子
供
、家
族
に
容
易
に
伝
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
こ
で
入
会
住
民
全
戸
に
各
入
会
組
合
を

通
し
て
こ
の
入
会
権
啓
発
冊
子
シ
リ
ー
ズ
１
、２
、

３
、４
を
配
布
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
一
回
定
例
会（
三
月
） 

一
般
質
問

科目（款） 予算現額

1 議会費 63,457,000

2 総務費 476,861,000

3 事業費 2,861,231,000

4 公債費 1,000

5 予備費 10,000,000

計 3,411,550,000

歳出
（単位：円）

科目（款） 予算現額

1 使用料及び手数料 4,935,000

2 国庫支出金 814,148,000

3 県支出金 37,969,000

4 財産収入 514,822,000

5 繰入金 372,818,000

6 繰越金 1,000

7 諸収入 1,666,857,000

計 3,411,550,000

歳入
（単位：円）

平成31年度組合当初予算概要
　 組 合 一 般 会 計 当 初 予 算 の 総 額 は 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ3,411,550,000円 で、前 年 度 当 初 と 比 較 す る と
539,377,000円、比率にして18.8％の増額となっています。
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武
川
勉
組
合
長
答
弁

　

渡
邉
隆
三
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

　

質
問
内
容
を
精
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、内
容
が
、過
般
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
中
で
も
、十
分

ご
発
言
の
機
会
は
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、議
員
協
議
会
な
ど
で
も
、ご
発
言
の

機
会
は
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、渡
邉

議
員
が
こ
こ
で
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
の
意

味
と
し
て
は
不
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、ご
質

問
で
あ
り
ま
す
の
で
、お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、第
１
の
質
問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に

「
森
育
・
木
育
・
入
会
の
伝
承
」を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た﹃
森
林
学
習
施
設
﹄の
整
備
内
容
を
勉

強
会
に
お
い
て
ご
説
明
し
、既
に
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、た
だ
い
ま
申
し

上
げ
た
森
林
学
習
施
設
内
の
入
会
伝
承
ゾ
ー

ン
内
に
、入
会
に
ま
つ
わ
る
映
像
や
作
成
し

た
冊
子
な
ど
を
紹
介
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
展

示
、入
会
の
歴
史
資
料
な
ど
を
、木
育
・
森
育

と
併
せ
、入
会
住
民
を
含
む
来
館
者
が
直
接
、

目
で
見
て
、触
れ
て
、体
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
作
り
込
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、組
合
で
は
、従
来
か
ら
、入
会
住

民
を
対
象
と
し
た
入
会
に
関
連
す
る
講
演
会

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、３
月
16

日
に
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

当
該
講
演
会
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、富
士
山
北
面
入
会
に
つ
い

て
の
啓
蒙
・
啓
発
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
第
２
の
質
問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
は
、恩
賜
林
百
年
の
森
づ
く
り
構

想
、森
づ
く
り
基
本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
入
会
の
営
み
、並
び
に
歴
史
及
び
文
化
の

継
承
事
業
の
一
つ
と
し
て
作
成
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、「
今
と
昔
の
火
入
れ
」は
４
作
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的
と
し
て
は
、富
士
山
北
面
地
域
に
お

け
る
入
会
の
歴
史
や
本
組
合
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
、地
域
の
子
供
た
ち
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、イ
ラ
ス
ト
を
交
え
た
分

か
り
や
す
い
内
容
の
冊
子
を
作
成
し
、配
布

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、幼
い
段
階
か

ら
本
地
域
の
入
会
に
つ
い
て
の
啓
蒙
・
啓
発

を
図
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
第
３
の
質
問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、こ
の
冊
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
26
年

度
か
ら
毎
年
作
成
し
、昨
年
度
ま
で
で
４
作

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
作
目
は「
が
ん
こ
者
甚
右
衛
門
」で
あ

り
、概
要
は
、江
戸
時
代
、入
会
住
民
は
毎
日

の
よ
う
に
山
に
入
り
会
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、た
び
た
び
自
分
た
ち
の
生
活
を
護
る
た

め
に
村
々
の
境
界
を
め
ぐ
り
、争
い
ご
と
を

起
こ
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
境
界
を
決
め

て
も
ら
う
た
め
に
、決
死
の
覚
悟
で
幕
府
に

訴
え
の
提
起
を
し
た
頑
固
者
の
話
で
あ
り
、

そ
の
頑
固
者
の
訴
え
に
よ
り
、幕
府
か
ら
は

そ
れ
ま
で
の
厳
し
い
村
の
決
ま
り
ご
と
を
住

民
の
た
め
に
改
善
す
る
約
束
が
な
さ
れ
、頑

固
者
も
境
界
を
護
る
よ
う
村
を
ま
と
め
る
約

束
を
し
た
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　

２
作
目
は「
ふ
う
じ
い
さ
ん
」で
あ
り
、概

要
は
、地
租
改
正
に
よ
る
富
士
山
北
面
の
入

会
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
11
ヶ
村
の
争
い

と
、明
治
時
代
の
平
等
入
会
確
立
に
至
る
ま

で
を
描
い
た
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　

３
作
目
は「
富
士
山
の
御
使
い
」で
あ
り
、

概
要
は
、先
人
達
が
入
会
地
を
守
り
続
け
て

く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、本
地
域
に
は
豊
か
な

自
然
が
あ
り
、地
域
住
民
が
そ
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
学
び
、森
林
と
共
に
生
き

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
描
い
た
内
容
で
あ
り

ま
す
。

　

４
作
目
は「
今
と
昔
の
火
入
れ
」で
あ
り
、

概
要
は
、入
会
の
明
認
行
為
で
あ
る
火
入
れ

の
歴
史
や
火
入
れ
を
行
う
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
描
い
た
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
冊
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、毎
年

３
月
に
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、一
市

二
村
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
小
学
校

の
高
学
年
に
約
１
７
０
０
部
配
布
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、そ
の
他
に
は
小
学
校
の
先
生
、

各
小
学
校
の
図
書
館
、市
村
・
県
の
図
書
館
、

国
立
国
会
図
書
館
、市
村
役
場
、組
合
会
議

員
、監
査
委
員
、公
平
委
員
な
ど
に
配
布
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、各
入
会
組
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
30

部
づ
つ
、合
計
約
２
５
０
０
部
を
配
布
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、作
成
部
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
０
部
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
５
作
目

と
い
た
し
ま
し
て
、「
恩
賜
林
組
合
の
歩
み
」

を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、同
様
に
配
布

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
第
４
の
質
問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
冊
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、あ
く

ま
で
も
子
供
向
け
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、市
村
の
役

場
や
図
書
館
並
び
に
各
入
会
組
合
に
お
い
て

も
閲
覧
可
能
で
あ
り
、併
せ
て
、今
回
、建
設

を
い
た
し
ま
す
森
林
学
習
施
設
の
入
会
伝
承

ゾ
ー
ン
に
お
い
て
も
紹
介
す
る
計
画
で
あ
り

ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
入
会
の
長
い

歴
史
、
入
会
の
意
義
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
、
恩
賜
林
組
合
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
入
会
に
と
っ
て
重
要
な
明
認
行
為
で

あ
り
ま
す
「
火
入
れ
」
を
４
月
14
日
に
実
施

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
火
入

れ
に
つ
い
て
も
、
各
入
会
組
合
と
と
も
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
後
世
に
残
す
べ
き
重
要

な
活
動
で
あ
り
ま
す
の
で
、
渡
邉
隆
三
議
員

を
は
じ
め
、
議
員
各
位
に
は
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

財政事情の公表
　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表してい
ます。今回は平成30年度一般会計の下半期における予算執行状況（決算見込）並びに基金の状況について
公表します。 

区分 現在高

財政調整基金 1,450,225,386

林業振興事業整備基金 6,372,292,214

計 7,822,517,600

科目（款） 予算現額 収入済額 収入率

1 使用料及び手数料 4,935,000 4,687,490 95.0%

2 国庫支出金 206,740,000 208,002,000 100.6%

3 県支出金 33,850,000 33,990,870 100.4%

4 財産収入 654,260,000 655,697,871 100.2%

5 繰入金 529,007,000 504,767,000 95.4%

6 繰越金 389,000 389,909 100.2%

7 諸収入 1,692,462,000 1,699,540,271 100.4%

計 3,121,643,000 3,107,075,411 99.5%

歳入

科目（款） 予算現額 支出済額 執行率

1 議会費 55,884,000 53,948,891 96.5%

2 総務費 531,953,000 521,589,165 98.1%

3 事業費 2,527,064,000 2,492,529,308 98.6%

4 公債費 1,000 0 0.0%

5 予備費 6,741,000 0 0.0%

計 3,121,643,000 3,068,067,364 98.3%

歳出

区分 金額 比率

富士吉田市 1,028,880,000 85.74%

山中湖村 101,040,000 8.42%

忍野村
（内野を除く） 70,080,000 5.84%

計 1,200,000,000 100.00%

一般会計

財産及び積立金の状況

関係市村賦課金の概要
なし

市村配分金の概要

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）（単位：円）

使用料及び手数料
               0.15%

国庫支出金 6.69%

歳入
収入済額

県支出金 1.09%

財産収入
21.10%

諸収入 54.70%

繰入金
16.25%

歳出
支出済額
歳出歳出歳出

支出済額
歳出

支出済額

議会費 1.76%

総務費
17.00%

事業費 81.24%
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市村等配分金などの概要
入会住民の福祉の増進に寄与するために補助事業の目的及び内容が公益上必要があると認めたものに対

して、毎会計年度予算の範囲内で補助金等を交付しています。

市村配分金 （平成30年2月13日に平成30年度の交付額を決定）

　旧11ヶ村を行政区域とする富士吉田市、
山中湖村及び忍草区に対しその財政を支援
し、もって旧11ヶ村入会住民の福祉向上に
資するため交付しています。

地域団体事業補助金
　富士吉田市、山中湖村及び忍草区に活
動の拠点を置く団体に対し、地域的な共同
活動、社会福祉の増進、医療及び公衆衛生
の向上、地域活性化、教育・文化・芸術活動、
健康づくり、体育・スポーツの振興、その他
公益の推進を目的とする事業に要する経費
の一部を補助することにより、入会住民の
福祉の増進を図ることを目的に交付してい
ます。

区分 予算額 支出済額 件数 執行率

富士吉田市 15,562,000 15,562,000 89件 100.0%

山中湖村 1,528,000 1,320,000 18件 86.4%

忍草区 1,060,000 987,000 5件 93.1%

計 18,150,000 17,869,000 112件 98.4%

（単位：円）

平成31年3月31日現在

区分 金額 比率

富士吉田市 1,028,880,000 85.74%

山中湖村 101,040,000 8.42%

忍野村（内野を除く） 70,080,000 5.84%

計 1,200,000,000 100.00%

（単位：円）市村配分金の概要

市村区配分枠補助金の執行状況

平成30年10月26日交付

新
入
会
組
合
長

の
紹
介

渡辺 孝夫氏
新倉入会組合長

山口 長次氏
山中湖村旧三村入会組合連合会長

高村 昌也氏
山中入会組合長

天野 盛一郎氏
平野入会組合長

各入会組合総会

上吉田入会組合（藤井與三郎組合長）
令和元年5月24日（金） 14：00　上吉田コミュニティセンター

下吉田入会組合（渡辺忠男組合長）
平成31年3月24日（日） 10：30　富楽時

小明見入会組合（太田貞一組合長）
令和元年5月26日（日） 13：00　小明見会館

大明見入会組合（吉元義正組合長）
令和元年5月26日（日） 18：00　大明見会館

松山入会組合（堀内正勝組合長）
令和元年5月26日（日） 10：00　松山公民館

新倉入会組合（渡辺孝夫組合長）
令和元年5月26日（日） 15：00　下吉田コミュニティセンター

富士吉田入会組合連合会（桑原安男連合会長）　令和元年7月18日（木）　ふじさんホール　

武川勉恩賜林組合長が、各総会に出席しました。
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入会権に関する講演会

恩賜林杯スポーツ大会

　平成31年3月16日に、東富士演習場内の野焼
き事故をめぐる刑事裁判の弁護を担当した中
野剛弁護士を講師に迎え、最高裁の判決を踏
まえた安全対策等について講演していただき
ました。

　大勢の皆様が出席していただき、北富士演
習場内国有入会地における旧11 ヶ村入会住民
が旧来から有する入会慣習等に基づき明認行
為として実施している「火入れ」をより安全に
行えるよう、約140名の皆様が熱心に耳を傾け
ていただきました。

　組合職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき、国や県、市町村の給料などを考慮し、議決を経て定め
られています。

1. 職員給与の概要 （平成30年4月1日現在）
（1）毎月支給 ア）一定支給 ・給料…職種に応じた給料表や等級により決定
    ・扶養手当…①配偶者：10,000円　②子：10,000円　③配偶者及び子以外：6,500円
     　　④特定期間（15 ～ 22歳）：5,000円加算
    ・通勤手当…交通機関利用者の支給上限：月55,000円、自動車等通勤者：距離に応じて支給
    ・その他…住居手当・管理職手当など
  イ）実績支給 ・時間外手当…正規の勤務時間以外に勤務した際に支給する手当
    ・特殊勤務手当…特殊な勤務に従事する職員に対して支給（全8種類）
    ・その他…宿日直手当など
（2）一定時期に支給
  ア）例年支給 ・期末勤勉手当…6月期（期末手当1.225月分・勤勉手当0.850月分・計2.075月分）
     　　　  12月期（期末手当1.375月分・勤勉手当0.950月分・計2.325月分）
     　　　  合計（期末手当2.6月分・勤勉手当1.8月分・計4.4月分）
     　　　　※職務の級などにより0～ 15％加算あり
    ・寒冷地手当…11月から3月までの各月の初日に在籍する職員に対して支給
  イ）退職時支給 ・退職手当…勤続年数及び退職事由により決定
      【算定式】 退職日給料月額×退職事由別・勤続年数別支給率+調整額

2. 歳出決算額と人件費の割合の推移

3. 職員の平均給与月額、初任給などの状況 （平成30年4月1日現在）
（1）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況 　　（2）職員の初任給の状況

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

4. 職員数の推移

5. 特別職の報酬など （平成30年4月1日現在）

決算額 人件費 人件費が占める割合
平成19年度 2,398,482,773円 397,318,062円 16.6%
平成24年度 2,611,914,128円 494,698,610円 18.9%
平成29年度 2,308,069,184円 492,642,464円 21.3%

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
恩賜林組合 45.3歳 338,595円 415,558円
富士吉田市 41.2歳 312,011円 368,465円
山梨県 43.3歳 335,076円 412,238円

大学卒 高校卒
恩賜林組合 179,200円 147,100円
富士吉田市 179,200円 147,100円
山梨県 185,800円 151,500円

平成18年度 平成21年度 平成24年度 平成27年度 平成30年度
職員数 42人 40人 45人 44人 39人

経験年数10年以上20年未満 経験年数20年以上25年未満 経験年数25年以上30年未満 経験年数30年以上35年未満
大学卒 288,175円 382,650円 400,200円 423,200円
高校卒 － 359,700円 372,366円 393,866円

給料 報酬
役職 組合長 副組合長 議長 副議長 議員
月額 650,000円 520,000円 137,000円 116,000円 110,000円

恩 賜 林 組 合 職 員 の 給 与 等 の 公 表
　今年も恩賜林杯スポーツ大会が開催されました。
　6月にゲートボール大会、少年野球大会、少年サッカー大会が開催され、どの大会も白熱した試合
が繰り広げられました。今回はこの試合結果を報告します。

6月9日（土）10日（日）　鐘山総合グラウンド6月6日（木）　鐘山総合グラウンド

Aパート優勝 小明見下宿

U12優勝 ラーゴ河口湖グリーン U10優勝 ファンタジスタFC

Bパート優勝 下宿 優勝 明見JBC

第19回恩賜林杯ゲートボール大会

第24回おんしりん杯少年サッカー大会　　6月22日（土）23日（日）　山中湖交流プラザきらら

第23回恩賜林杯少年野球大会
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令和元年度富士・東部地域
天皇陛下御即位記念造林

森林学習施設
起工式
平成31年3月28日（木）
　令和2年4月開館予定の「森林学
習施設」建設工事の安全祈願祭・起
工式が、多数の御来賓の出席のな
か行われました。

　令和天皇の御即位を記念し、組合管理地内において記念造林が実施され、武川勉組合長が参加しカラマ
ツの苗木を植樹しました。

令和元年6月26日（水）

　

組
合
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
、退
任
さ
れ
た
方
々
に
、武
川

勉
組
合
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
感
謝
状
贈
呈
●

前
新
倉
入
会
組
合
長　

奥
脇
経
三
氏

前
山
中
湖
村
旧
三
村
入
会
組
合
連
合
会
長　

坂
本
旺
氏

前
平
野
入
会
組
合
長　

長
田
芳
貞
氏

前
監
査
委
員　

羽
田
功
氏

北富士演習場現地連絡協議会
平成31年3月27日（水）　於：ホテル鐘山苑

北富士演習場使用協定対策地元協議会
令和元年7月11日（木）

於：ハイランドリゾートホテル&スパ

　恩賜林組合と国、県、関係市村、入会組合で構成される「北富
士演習場現地連絡協議会」が開催され、「平成31年度北富士演
習場使用計画に基づく立入日及び射撃予定」が決定しました。
　平成31年度北富士演習場立入日については組合ホームペー
ジ「平成31年度北富士演習場立入日について」をご覧ください。

　恩賜林組合と関係市村で構成される北富士演習場使用
協定対策地元協議会が開催されました。

感
謝
状
贈
呈
式
令
和
元
年
７
月
22
日︵
月
︶

  長田義道副組合長　　　 　坂本旺氏　　　　　     奥脇経三氏　        大森直行副組合長 
                        長田芳貞氏             武川勉組合長                羽田功氏                   

於：恩賜林組合

平成30年度林野雑産物等損失補償申請書
提出式　 平成31年1月30日（水）　於：古名屋ホテル
　長田義道副組合長から「薬草・山野菜」並びに「入会統制管理」
損失補償申請書が、各入会組合長から「野草・粗朶」損失補償申
請書が武川勉北富士演習場対策協議会副会長に手渡され、国
へ提出されました。
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